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市の動き市の動き市の動き
　
北
上
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
６
は
５
月
25
日
、
市
内
各

地
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年

５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で

実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
参
加
型
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
。
自
治
体
同

士
が
、
15
分
間
以
上
継
続
し
て
何

ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

住
民
の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。

　
対
戦
相
手
は
、
昨
年
と
同
じ
く

友
好
都
市
の
石
垣
市
。
今
年
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

午
前
６
時
か
ら
希
望
郷
い
わ
て
国

体
・
い
わ
て
大
会
に
向
け
た
採
火

イ
ベ
ン
ト
を
市
内
３
カ
所
で
行
っ

た
ほ
か
、
各
地
区
の
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
会
場
に
市
内
一
斉
ラ

北
上
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６

石
垣
市
に
見
事
勝
利
！

ジ
オ
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
の
岡
崎
朋

美
さ
ん
に
よ
る
巡

回
運
動
指
導
を
市

内
11
カ
所
で
開
催
。

ま
た
、
市
内
企
業
や
自
治
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
競
技
協
会
、

｢

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害｣

に
伴
う

　
　
　
　  
災
害
義
援
金
を
熊
本
県
へ
送
金

　
市
は
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

災
害
に
伴
い
４
月
19
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
、
本
庁
舎
１
階
会
計
課

窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援

金
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
・
中
学
校
や
企
業
・

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
、
各
団
体
で

募
っ
た
義
援
金
を
持
参
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も

募
金
箱
や
口
座
振
り
込
み
に
よ
り

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
期
間
中
に
、
個
人
19
人
、
44
団

体
か
ら
、
お
よ
び
募
金
箱
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
２
９
５
万

５
７
４
２
円
は
、
被
災
地
で
あ
る

熊
本
県
へ
送
金
し
ま
し
た
。

児童と一緒に15分間の運動を行う岡崎さん

及川副市長に義援金を手渡す北上南部工業団地
七日会の皆さん 採火式

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

　
新
設
に
対
す
る
補
助
金

　

問
い
合
わ
せ

　
　

道
路
環
境
課

　
　

☎
72

－

８
２
７
２

　
地
域
の
負
担
と
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
る
た
め
、
自
治
会
な

ど
が
行
う
既
設
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の

新
設
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

■
申
請
方
法

　
既
設
街
路
灯
を
所
有
す
る
自

治
会
な
ど
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

関
係
書
類
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
既
設
街
路
灯
を
所
有
し
て

い
な
い
自
治
会
な
ど
が
新
た
に

街
路
灯
の
設
置
を
希
望
す
る
場

合
は
、
道
路
環
境
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
多
数

の
場
合
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

調
整
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　
自
治
会
な
ど

※
行
政
区
の
ほ
か
、
地
域
住
民

の
福
祉
増
進
を
目
的
と
し
た
当

該
地
区
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ

て
い
る
町
内
会
、
自
治
会
そ
の

他
の
住
民
自
治
組
織
。

■
補
助
対
象
経
費
と
補
助
金
額

　
設
置
ま
た
は
交
換
す
る
街
路

灯
の
灯
具
は
、
20
ワ
ッ
ト
以
下

の
自
動
点
滅
器
付
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

具
と
し
、
次
に
掲
げ
る
工
事
費

の
４
分
の
３
に
相
当
す
る
額
が

補
助
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
し
、

限
度
額
が
あ
り
ま
す(

下
表
参

照)

。

■
申
請
期
間

　
７
月
20
日(

水)

ま
で

補助対象の工事費 補　助
限度額

電柱または電話柱などへの設置 37,500円

専用柱および灯具の新設 67,500円

既設のLED灯具以外の灯具の交換 37,500円

既設のLED灯具の交換 28,100円

既設の専用柱の交換 28,100円

北上市 石垣市
参加者数 53,878人 18,753人

人　口 93,660人 49,141人
参加率 57.5％ 38.2％

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
、
専
門
学
校
な
ど
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ
り
対
戦
相
手
の

石
垣
市
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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北上市長

県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ９(0) 9(0) ９(0)   89(-1)

人数 11(0) 15(0) 19(0) 158(-2)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 ２(0) 11(0) 23(-1) 17(0) ９(0)

人数 ４(0) 22(0) 39(-2) 31(0) 17(0)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難している人
で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　  　   (５月31日現在)

港
に
協
力
し
た
執
権
北
條
氏
の
家

臣
団
の
中
に
和
賀
氏
に
つ
な
が
る

人
物
が
い
た
と
の
言
い
伝
え
も
あ

る
。
鎌
倉
市
の
市
章
は
ご
存
知
、

笹さ
さ
り
ん
ど
う

竜
胆
。
和
賀
氏
の
家
紋
も
笹
竜

胆
。
国
の
重
要
無
形
文
化
財
鬼
剣

舞
が
胸
に
付
け
て
い
る
家
紋
も
笹

竜
胆
で
あ
る
。
地
名
、
家
紋
い
ず

れ
も
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る

も
の
と
推
量
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

和
賀
氏
に
関
わ
り
の
深
い
市
民
が

こ
の
活
動
に
関
わ
り
始
め
た
よ
う

で
あ
る
。

　
近
年
は
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
、

昨
年
、
今
年
と
連
続
で
鬼
剣
舞
を

鎌
倉
市
民
に
披
露
し
、
大
変
好
評

を
得
て
い
る
。
清
掃
活
動
に
は
松

尾
鎌
倉
市
長
や
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
な
ど
も
参
加
し
て
40
周
年

の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
松
尾
市

長
は
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
自

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
た
め
に

当
市
経
由
で
沿
岸
被
災
地
に
行
っ

て
い
る
。

　
和
賀
氏
の
ル
ー
ツ
や
和
賀
と
い

う
名
称
の
起
源
と
い
う
歴
史
推
理

の
楽
し
み
も
さ
る
事
な
が
ら
、
和

賀
江
嶋
を
通
し
て
、
ま
た
新
た
な

市
民
交
流
に
発
展
し
そ
う
な
予
兆

を
感
じ
た
今
回
の
鎌
倉
訪
問
で

あ
っ
た
。

　
ま
だ
５
月
だ
と
い
う
の
に
真
夏

の
よ
う
な
日
差
し
が
突
き
刺
さ
る

暑
い
日
、
40
周
年
を
記
念
す
る
和

賀
江
嶋
清
掃
活
動
に
ご
招
待
を
い

た
だ
き
、
20
人
ほ
ど
の
北
上
市
民

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
活
動
と
北
上
市
と
の
関
わ
り

は
和
賀
江
嶋
と
和
賀
氏
と
の
つ
な

が
り
に
よ
る
。

　
和
賀
江
嶋
は
、
鎌
倉
市
材
木

座
海
岸
に
あ
る
日
本
に
現
存

す
る
最
古
の
港
湾
遺
跡
で
あ
る
。

１
２
３
２
年
、
鎌
倉
幕
府
の
許
可

を
得
て
築
港
さ
れ
た
、
主
に
木
材

の
積
み
降
ろ
し
の
た
め
の
港
で
あ

る
が
、
今
は
崩
れ
た
石
積
み
が
湾

に
突
き
出
て
、
干
潮
時
に
だ
け
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
和
賀
の
名
前

の
由
来
は
、
大
正
13
年
に
、
鎌
倉

町
青
年
団
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

碑
に
よ
る
と
、
材
木
座
に
な
る
前

の
地
名
が｢

和
賀｣

だ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
築

鎌
倉
の
和わ
か
え
じ
ま

賀
江
嶋

岩
手
県
央
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
開
設

６
月
か
ら
１
１
９
番
通
報
の
受
け
付
け
を
共
同
化

　
岩
手
県
央
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
開
設
記
念
式
典
は
５
月
28
日
、

盛
岡
中
央
消
防
署
新
庁
舎
の
落
成

式
と
共
に
同
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
約
３
５
０
人
が
出
席
。

関
係
者
が
く
す
玉
を
割
り
、
開
設

を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
北
上
地
区
消

防
組
合
、
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組

合
お
よ
び
奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務

組
合
の
３
消
防
本
部
が
整
備
を
進

め
て
き
た
も
の
で
、
盛
岡
中
央
消

防
署(

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
６

階
、
延
床
面
積
６
９
６
８
．
１
９

㎡)

内
の
４
階
に
開
設
。
３
消
防

本
部
が
管
轄
す
る
地
域(

※
５
市

７
町)

の
１
１
９
番
通
報
を
受
け
、

最
寄
り
の
消
防
署
へ
の
出
動
命
令

や
消
防
車
・
救
急
車
の
無
線
管
制

な
ど
の
通
信
指
令
業
務
の
運
用
を

共
同
で
行
い
ま
す
。
共
同
運
用
を

行
う
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
の

ほ
か
各
消
防
本
部
の
連
携
お
よ
び

情
報
共
有
が
可
能
と
な
り
、
大
規

模
災
害
時
の
相
互
応
援
体
制
の
充

実
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

※
北
上
市
、
西
和
賀
町
、
盛
岡
市
、

八
幡
平
市
、
滝
沢
市
、
雫
石
町
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
、
紫
波
町
、
矢

巾
町
、
奥
州
市
、
金
ケ
崎
町

くすだまを割り、開所を祝う関係者

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
メ
ン
バ
ー
に

　
　
　
一
日
観
光
大
使
と
し
て
委
嘱
状
交
付

　
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
岩
立
沙
穂
さ
ん
、

込
山
榛は

る

か香
さ
ん
へ
の
一
日
観
光
大

使
の
委
嘱
状
交
付
式
は
５
月
31
日
、

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
地
元
の
人
と
触
れ
合

い
な
が
ら
観
光
名
所
や
ご
当
地
グ

ル
メ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
の
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
公
式
冠
番

組｢

Ａ
Ｋ
Ｂ
観
光
大
使｣

の
番
組
収

録
の
た
め
に
市
を
訪
問
。
髙
橋
市

長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
た
２
人
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
岩
手
県
出
身
で
同
メ
ン
バ
ー

の
佐
藤
七
海
さ
ん
と
共
に
、
鬼
の

館
や
み
ち
の
く
民
俗
村
、
国
見
山

廃
寺
跡
な
ど
を
め
ぐ
り
、
番
組
内

で
北
上
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。市役所を訪れたAKB48メンバーの佐藤さん

(左)、岩立さん(中央)、込山さん(右)


